
アテローム動脈硬化症とαリポ酸

αリポ酸は血管機能を改善し、アテローム動脈硬化症性プラークを減らす。

①　αリポ酸は、金属イオンをキレートしてフェントン反応によるOH-発生を
　　阻害することにより、ミトコンドリアにおける脂質の過酸化を阻害する。
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②　αリポ酸はアンギオテンシンⅡが活性化させたNADPHオキシダーゼの
　　働きを調整して活性酸素を減じるだけでなく、AT１受容体をブロックする
　　ことにより、アンギオテンシンⅡによって引き起こされる炎症を阻害する。

　　　　　　１、マクロファージ、単球、T細胞の浸潤を阻害して、プラークの
　　進展を抑える。

２、NFκBを阻害して炎症性のケモカイン、サイトカイン、成長因子

　　を減少させる。

３、αリポ酸はプラークによって生じた単球と血管内皮の反応を

　　抑制し、T細胞性の細胞接着分子を減少させる。

　　この結果、大動脈のマクロファージの蓄積物や大動脈の

　　細胞接着分子が減少する。

③　αリポ酸は血中のTC、LDL-C、酸化LDL、Lｐ（a）を減少させ
　　アポリポ蛋白質A、HDLを増加させる。


